
















































































































































































































































































































技能… 油粘土を大まかに形にする，手による油粘土の基本的な塑像（丸める /千切る /伸ばす /平たくす
37
図画工作科の指導論











素材… ＋角材（1cm四方），麻布，棕櫚縄，新聞紙，アルミ線（∅ 3.0～ 4.0mm），板材，釘，木工用接
着剤
道具…＋手動ドリル，のみ，ペンチ，ラジオペンチ，鋏，定規，鏡
技能… ＋対象物のスケッチ（比率 /原寸 /縮小 /全方位の形態把握），板材のほぞ穴作成，角材と板材の接合，
芯材作成（麻紐や棕櫚縄の巻き付け /新聞紙の巻き付け /アルミ線の取付け），芯材作成（対象物













道具… ＋鋸，金槌，釘抜き，錐，金属定規（T字 /L字），各種ドライバー，紙やすり（#180～ #240），筆（数
種類），刷毛，パレット，お椀ボール


























道具…視覚教材機器，各種筆 ,パレット ,鋏 ,カッターナイフ ,カッターナイフ下敷，定規，コンパス
技能… 写真機や撮影機の活用，水彩絵具やクレヨン等の描画材による様々な描画法，厚紙による面構造
の箱制作，各種素材の接着























































































































































































































見せる。描き方は形だけでなく色についても同様である。この傾向は 4～ 5歳頃から 8歳頃まで続き，表
現が Schema（図式・形式）にあることから図式期と呼ぶ。
ローエンフェルトは「ベースライン（基底線）の表れる頃の幼児童は既に大きい全体の部分や，秩序あ
る環境を知っていることが言える。対象物との間には，ある客観的秩序があることに気付き，空間的な繫
がりを表現するのだと思われる。」と述べ，子どもが事物の状況や場面的把握ができるようになるとしてい
る。つまり，描画は空間認識をともなってくる。
図式期では画面に上下左右や内と外の区別が基底線で表されるのが特徴である。空間の関係を記す基底
線は具体的に，地面や地平線，建物や部屋の枠，対象の骨格や芯的事物，等であり，影までもが基底線で
描かれる。更に，空間認識は地下・地上・地上以上を基底線で区別する。
このようにして基底線は子どもの世界観を示す場を確立する。基底線による空間の区別は自己を世界の
どの位置に居るのかを象徴的に表す。その空間認識は一様ではなく，子どもの興味関心の印として視点は
自由に移動する。それは真横からの視点，上から下への視点，下から上への視点，内と外を分けるという
視点である。同じ画面に複数の視点が同居して描かれることもあるが，これも図式期の子どもの自然な見
方なのである。但し，この空間認識には前後の奥行はなく，対象は左右に並列と上下に縦列に描かれる。
自ずと対象は個々に明確に分けて描かれ，重なって描かれることはほとんどない。
線描中心の表現も「なぐりがき」からの傾向である。面表現となる彩色は部分的に行うものの，画面全
体を彩色することは望んでいないように思える。対象は線で十分に表せているという満足感があるのかも
しれない。
レントゲン画法と呼ぶ表現もこの時期の特徴で，これは見えない筈の対象を見えるように表す描法を指
す。四角で閉じた形を家の象徴とした基底線内に人間を描く，或いは地面を基底線に地下の見えない物を
描く，というような表現である。このことから図式期の描画は子どもの見たいイメージの表現であること
が分かる。伝達が重要と感じる図式期の絵では，自分の興味関心を伝えるという欲求がイメージとして描
画に表れると思われる。これは重要と思われるものや必要なものだけを抽出し，象徴的かつ特徴的に描く
ことに表れる。また，重要性の度合いに比例して描く対象の大小の比率が決まるようである。頭足人と呼
ばれる不均質な人間の身体表現も必要なものを象徴的に描く表現と言えよう。
図式期では主題が象徴的に表される。この主題は無意識的な描画対象への関心であり，対象に抱く子ど
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もの感情や情緒である。それは大人の造形的な見方からくるものではなく，対象への思いという主観的な
表現なのである。
以上のことから，実体験の状況や場面の様子，対象の印象や意味を想起させる事が指導の基本となる。
この時期では対象を見て描く形や線ではなく，対象に対する子どもの内発的なものが形や線に表れるから
である。つまり，子どもの必然的なイメージが表出されている。色彩表現については対象の固有色ではなく，
情緒が先行して選ぶ感情の色で行われる事を理解する。
（4）視覚的写実表現期
図式期の終り頃（後期図式期と区分することがある）から，対象の重なりや遠近が画面に表れるように
なる。要するに対象を見たとおりに描こうとし始める。現実の再現の表現，即ち写実に興味を抱くのである。
この視点を視覚的写実表現と呼び，9歳頃から 14歳頃までの表現となる。
図式期までは内的なイメージや対象への興味の高まりが描画への意欲を生んだが，視覚的写実表現では
この種の感情だけでは表現の動因とはならない。何を描くのかが自然発生的な感情の表現であった図式期
に対し，視覚的写実表現ではいかに描くのかが意識される表現となるからである。同様に，線的な描画か
ら面的な描画へと移行し，面的な彩色が明暗を意識し，線的な表現は形態の把握に目がいくようになる。
つまり観察能力が高まっていく。換言して，図式期における感情の自己から視覚的写実表現期における観
察の自己への転換が見られる。これにより表現は造形的発想へと向かっていくのである。
これは主観から脱し客観的な見方を始める発達期の傾向である。統一し安定していた象徴的世界という
内面性が思考の発達により徐々に解体され，入れ替わるように現実の客観的世界の視点が生じる。表現の
変化は注意力が発達し自己批判能力が芽生える内的変化であり，描画では無意識的に図式期の自己矛盾に
気付く事になる。客観的な観察表現が主観的な感情表現に取って替わる。それは子どもの対象に対する関
係性の変化であり，精神発達に伴う世界観の変化に起因する。
だが客観的な見方と表現は容易に繋がらない。対象の視覚像に囚われ，表現技術の未熟さを自覚するの
は珍しいことではない。これは描く事が対象の機械的な再現表現と感じる時に抱く抵抗感である。描画の
危機と呼ばれるのはこの時期である。
これが顕著となるひとつに遠近法がある。客観的に空間を写す有効な表現手段としての遠近法であるが，
重要なのは子どもの視界に映る対象への共感や実在感の表現にある。この視点を反映したものでなければ
描画は無機的な指示表出となり，表現への取り組みはその意義を失う。子どもの線描や彩色の創意工夫は
指導如何である。事実，技能面の学習目標では対象の表現技能の工夫や方法を設け，これは発達期に必要
な観察表現の技能や方法として避ける訳にはいかない。しかし，ここでは技能面の取り組みの中身を重ん
じるのであり，技能の向上を最優先とするのではない。大事なのは何が描画で成し得るのかという発想構
想面を教材価値に置く事である。この指導により，仮に表現技能が不十分であっても，大人の視点とは違
う子ども独自の豊かな表現に向かわせることができる。
遠近法以外にも線描による対象の形態表現や，彩色による陰影法が視覚的要素として教材に盛り込まれ
る。ここでも遠近法での共感や実在感のように，対象を視覚的に如何に見ようしたのかの痕跡が子ども独
自の線や面の表現で表れることである。授業者はそれに関わる工夫や発見を表現過程で見出させ，視覚的
な造形要素と発想が結び付くような指導を行う。また，観察による題材の他に想像力を刺激する描画がで
きるよう，構想を練って描く題材を設ける。このように子どもの心的な調性を図り，表すことに肯定的な
姿勢を培うよう配慮する。目で見て受けたものを表す視覚性と，感じ考えたものや体感したものを表す触
覚性と想像性という題材の配分である。外界を写すだけの無機質な指示表出ではなく，個人の発想が関わ
る有機的な意志表出を題材観に盛り込みたい。元来，見る・知る・考えるという表現の本質はそこにある。
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